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東大総文養人第○○号	Comment by 山形　恵美: 〇〇の部分は埋めず、そのままにしてご提出ください。
令和　　年　　月　　日

人 事 部 長　殿

教 養 学 部 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺 田　寅 彦

定年年齢を超えた者の雇用の特例申請書の提出について

　下記のとおり、定年年齢を超えた者の雇用の特例申請書を提出します。

記

	部局名
	教養学部

	フ　リ　ガ　ナ
	

	氏名
	

	 生年月日（年齢）
※雇用年度の年度末年齢
	 昭和　　（　　　　）年　　月　　日（　　　歳）	Comment by 山形　恵美: 生年月日、雇用予定日、雇用期間は和暦と西暦の併記をお願いいたします。
例：昭和32（1957）年12月10日（66歳）
      令和6（2024）年4月1日
なお、申請理由については和暦・西暦・併記を問いません。

	所 属・職 名
	

	雇用(更新)予定日
	 令和　　（　　　　）年　　月　　日

	職務内容
※ﾌﾟﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名及び課題名等
	

	雇用経費
	

	雇用期間
	令和　　（　　　　）年　　月　　日　
～　令和　　（　　　　）年　　月　　日

	申請理由	Comment by 山形　恵美: 定年を超えて雇用する理由を、なるべく詳細に記載してください。
	




人事チームへはword形式のデータで提出してください。
別紙様式１





略　歴　書


氏　　　　　名　　　　○○　○○
生年月日（年齢）　　　昭和○○（xxxx）年○○月○○日（令和○○年度末年齢○○歳）　	Comment by 山形　恵美: 生年月日については和暦と西暦の併記をお願いいたします。
なお、他の事項については、和暦・西暦・併記を問いません。
※年齢は雇用（更新）年度の年度末年齢とすること
性　　　　　別　　　　男



学　　　　　歴
昭和○○年○○月　　　　　　　　　○○高等学校卒業
昭和○○年○○月　　　　　　　　　○○大学○○学部　入学
昭和○○年○○月　　　　　　　　　　　同　上　　　　卒業


職　　　　　歴　　　　　　　　　　　　　（所属組織名称）　　　　 （職　名）　
平成○○年○○月～平成○○年○○月　　　○○株式会社○○部　　　　○○○○
平成○○年○○月～平成○○年○○月　　　　　　同　上　　　　　　　○○○○
令和○○年○○月～令和○○年○○月　　　　　　同　上　　　　　　　○○○○
令和○○年○○月～令和○○年○○月　　　　　　同　上　　　　　　　○○○○




※特任教員、特任研究員の定年特例申請には、業績一覧（様式任意）を添付すること	Comment by 山形　恵美: 【R7.10以降】特任教員（特任教授、特任准教授、特任講師、特任助教）または特任研究員の定年特例申請には、別ファイルにて業績一覧（様式任意、電子媒体）を添付してください。部局内における承認時（教授会等）で使用されたもの等をご提出いただく形で差支えございません。
なお、【編集可能な形式（Wordファイル等）】で、【部局側で振ったページ番号等は削除した状態】でのご提出をお願いします。
上記以外の職（学術専門職員、特任専門員、特任専門職員）の定年特例申請には、業績一覧の添付は不要ですが、略歴書１頁内の分量で、特記事項を任意で追記いただくことは差支えありません。




